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新潟大学の魅力

五十嵐キャンパスに学部が集中して
いることで、沢山の友人に恵まれた
研究の『難』と『楽』を学ぶ場、人間関係を学ぶ場

大学院自然科学研究科　博士前期課程　1年

矢野　正晃

僕が新潟へ来てから5年目となる今年だ
が、本当に沢山の友人、知人に囲まれてい
る。新潟大学は総合大学であり、医・歯学
部、医療技術短大以外の学部が五十嵐キャ
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研究の『難』と『楽』、
『集中』と『気分転換』、
リズムをつくる余裕がここにある

恵まれたリズム感。
研究と出会いの環境を生かす

ンパスに集中している。その
ため1年生の頃から沢山の友人
に恵まれ、食事や飲み会、授
業を通して楽しい思い出を作
ってきた。またサークルに入
会したことによって他の学部
の友人、先輩も沢山できた。
特に1から2年生の頃は研究室
に入ることがなかったため。
先輩はサークルで見かけるこ

としかなかったが、授業のこと、酒の楽し
い飲み方等を通してよく世話してもらい、
日々が生き生きとしていた。3年生以降は
研究室に入り、大学での勉強、研究の深さ、
難しさ、解明してゆくことのおもしろさを
学んだ。現在では更なる研究を続けるため、
大学院に進学し、忙しくも愉快な日々を過
ごしている。これらの思い出は、大学生で
なければ作ることのできないかけがえのな
いものである。僕が思うに、総合大学での
生活とは勉強・研究の難しさと楽しさを学
ぶと同時に、友人の輪を大きく広げ、人間
関係を学ぶことである。

大学生活

歩く、ソフトボールをする、リズム
をつくる、余裕ある生活ができる
いろいろな機会に、いろいろな人と出会える

大学院自然科学研究科　博士前期課程　1年

河合　孝明

私は現在大学院で物性理論を勉強してい
ます。物質の性質を理論的に解明すること
に興味があったので、今の研究室を志望し
ました。実際勉強してみると、やりたい研
究をしているといっても、その中にやって
いて楽しくとても充実感を感じる面と、ひ
どくつまらないと感じる面があり、少し戸
惑っています。だから、夜遅くまで院生室
で勉強し、さらに家に帰ってからも勉強し
ていることもあれば、遅く来て早帰りする
日もよくあります。そんなときは、気分転
換に運動したり、いろいろなことをやって
みます。最近では雨の中、新発田駅から新
潟大学前駅まで歩いてみたり、大学内のソ
フトボール大会に出てみたりしました。新
潟大学では、ある程度そういう余裕のある
生活ができるのがとてもよいと思います。
また、その他いろいろな機会にいろいろな
人と出会えることが、総合大学のよい所だ
と思います。

本人　前列左から2人目
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新潟大学に学んで

全学共同研究施設、ことにアイ
ソトープ総合センターに感謝

大学院医学研究科　3年

櫻田　潤子

入学式数日前、風荒く雲低い天気
のなかでまだ人気のない五十嵐地区
に引っ越しをしてからもはや9年が
経とうとしている。五十嵐地区に暮
らしたのは1年であったし、医歯学
科の必修講義を選択すると学部共通
の講義が少なくて多少残念な思いを
した。しかし、アパートの隣室にい
た教育人間科学部の学生が偶然同じ
聴講生で共に勉強したり、全学のバ
ドミントン部に参加したことなどが
良き思い出となっている。

旭町地区においては、現在附属病院の新
築など再開発の最中である。構内には学部
施設の他に全学の研究実験施設があり、こ
とにアイソトープ総合センターは設備の充
実した施設で有効に利用させて頂いてい
る。これも本学が総合大学であるおかげと
感謝しているが、自分も大学や社会に少し
でも貢献できる様に努力しなくては、と考
える毎日である。

あなたは旭町派？五十嵐派？

「深く知り合い、視野を深くす
る」VS「多様な人と知り合う
機会に恵まれ、視野が広がる」

大学院医歯学総合研究科　1年

宇都宮　宏子

今年の春、歯学部を卒業し、大学
院に進むことになりあらためて1年
生になりました。

新潟に来てからいつの間にか6年
が経ち、知らぬ間に新潟の色に染ま
ってきている今日この頃です。

歯学部のカリキュラムは教養1年、専門5
年という課程なため、教養は五十嵐に、専
門からは旭町に通うという、全く雰囲気の
違う2つのキャンパスを体験する機会に恵
まれました。両方に通ってみて、色が違う
なあと思いました。

歯学部はほぼ単科に近く、クラス全員で
同じ講義、実習を受けることが多く、ずっ
と同じメンバーでいることが長いため、こ
ぢんまりと、深く知り合い、視野は深くな
る色が濃いように思います。一方五十嵐で
の感想は、キャンパスも広いし、講義毎に
隣に座る人は変わり、いろいろな友達と知
り合いになる機会が沢山あり、視野が広ま
る色が強いと感じたことを覚えています。

それぞれ長所・短所があると思います
が、色々な人とまじりあえる機会がある新
大に来て良かったと思います。
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2001年5月トップ3
生協購買部では4月から5月に

かけて学習用パソコンプログラ
ムを展開しておりましたので、
それ以外での集計となっており
ます。5月はSONYのVAIOシリ
ーズに人気が集まりました。ノ
ート型・デスクトップ型ともに
利用がありました。また5月は
パソコン本体だけでなく、プリ
ンタやMOドライブなどの周辺
機器、インクカートリッジなど
のサプライ品も多くの利用があ
りました。

No.1
PCG-FX33G/BW

SONY ノート型
・・・・・・

No.2
PCG-R505/BW
SONY ノート型
・・・・・・

No.3
Essentialシリーズ
Gateway デスクトップ型

本人中央

研究室で


